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戦史的に重要な軸 平和の表す輪の屋根

人の居場所(休憩スペース)

バリアフリー動線(スロープ)

動線計画・天空を臨む方向
において重要な軸

平和の表

人の居場

バリアフ
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ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰを考慮して
要所に踊り場を設ける
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仕上げ：壁 打放しコンクリート フッ素樹脂クリア
　　　  床 土間コンクリート刷毛引き仕上げ(天空壕)
　　　  床 屋外用磁器質タイル(北側･南側ﾃﾗｽ)
　　　  屋根：ウレタン防水塗装
　　　  屋根側・軒天：複層塗装シリコン上塗り
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手摺FB12×50

『過去』である地下壕や
『今』の周辺の街並みを
天空壕を通して臨みな
がら歩き、最後の展望台で
『未来』に思いを馳せます

慶良間諸島を臨む

空・街並みを臨む

海と那覇・豊見城の『今』の街並みを眺望 地下壕という
凄惨な『過去』の空間
から天空壕の壁が誘う

『今』の首里方面の街並みを眺望

劣化状況とバリアフリーの観点、また、展望スペースまで車椅子利用者でも昇れるように
計画する事を考えると、現況のスロープでは距離を確保する事が難しい。その為、新たに
スロープを計画し、高さ750mm以下毎に踊り場を確保する。

手摺FB12×50

展望
ｽﾍﾟｰｽ


